
1 

 

第４号様式（第８条関係） 

 

議 事 録 

会議名 平成２９年度第１回寒川町地域福祉計画推進会議 

開催日時 
平成３０年１月２９日（月） 

午後１時３０分～２時４０分 

開催場所 東分庁舎２階  第３会議室  

出席者名

、欠席者

名及び傍

聴者数 

・出席者委員  

瀬川英雄委員、蓮見英子委員、山本正司委員、横山茂樹委員、藤

澤修一委員、千野修二委員、三留当美代委員、杉﨑秀男委員、小

黒スミ子委員、關根忠夫委員、木藤剛委員、小川原寿恵委員、田

代茂委員、菊地原則子委員、菊地惠子委員、小林幸子委員、佐藤

いずみ委員  

・事務局  

内田福祉課長、原副主幹、山本主任主事、社会福祉協議会中村、

稲葉  

・欠席者  

松井正司委員  

・傍聴者  

なし  

議 題 

・寒川町みんなの地域福祉つながりプランの平成２８年度実績と平

成３０年度から平成３２年度までの目標数値について  

・寒川町みんなの地域福祉つながりプラン後期事業版（案）につい

て  

・その他  

決定事項 
・会長に横山茂樹委員を副会長に山本正司委員を選出。 

・議事録承認委員は瀬川英雄委員、蓮見英子委員に決定。 

公 開 又

は 非 公

開の別 

公開  

 

議事の経

過 

１  開会  

福祉課長より開会のあいさつ  

 

２  委嘱状交付  

町長より委嘱状交付  
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３  あいさつ  

町長あいさつ  

・町長所用により退席  

 

４  自己紹介  

・委員自己紹介後事務局職員自己紹介  

 

５  寒川町地域福祉計画推進会議設置要綱について  

事務局より要綱説明  

・平成２９年度より第３条２項（１０）茅ヶ崎保健福祉事務所から平塚保健

福祉事務所に変更 

・第５条より会長は、委員の互選とし、副会長は、会長が指名する 

 

６  会長、副会長の選出  

木藤委員より横山委員の推薦。異議なし。  

・横山委員を会長に決定。  

 横山会長より副会長に山本委員を指名。異議なし。  

・山本委員を副会長に決定。  

 会長あいさつ  

 

７  議題  

（１）寒川町みんなの地域福祉つながりプランの平成２８年度実績と平成

３０年度から平成３２年度までの目標数値について  

（横山会長） 

事務局より説明をお願いしたい。 

（事務局） 

それでは、議題（１）の寒川町みんなの地域福祉つながりプランの平成２８

年度実績と平成３０年度から平成３２年度までの目標数値について説明させて

いただきます。 

 その前に、本計画について、地域福祉計画と地域福祉活動計画、２つの計画

を一体的に策定した計画となっております。今までは、町が策定してきた地域

福祉計画、これは、地域住民、地域団体、事業者、社会福祉協議会、行政が協

働して取り組むための基本的な方向を示し、地域福祉の活動の推進に関する事

項を定めた計画でした。一方、社会福祉協議会が策定してきた地域福祉活動計

画は、地域で行われている福祉活動やボランティア活動、地域の福祉の推進を
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目的に、実践的な活動、行動を定めた計画となっておりました。この２つの計

画を、平成２８年度の計画より一体的に策定してきたところです。この計画は、

「町民すべてが 地域のつながりで 安心して暮らせる 思いやりのある 福

祉のまち さむかわ」を基本理念とし、４つの基本目標、８つの行動目標、１

６の取り組み、また、１６の取り組みのうち４つの重点課題を踏まえた施策の

体系となっております。本計画は、平成２８年度から３２年度までの５カ年の

計画でございます。今年度は２年目となっております。 

 それでは、実際に資料３に基づいて説明させていただきます。平成２８年度

の実績、３０年度から３２年度までの目標数値、評価等を記載させていただい

ております。まず、町事業から説明させていただいて、その後、社協の事業に

ついて説明させていただきます。全部の説明というわけではなくて、目標未達

のものや変更のあったもののみ説明させていただきます。 

 まず、１ページ目をお開きください。（仮称）健康福祉総合センター検討・建

設事業となります。平成２８年度の評価としては、寒川町公共施設等総合管理

計画において、検討を施設再編課で行うことになりましたので、今後の予定も

含めて、目標も横バー、特にこの中では検討しないというように変更させてい

ただいております。 

 続きまして４ページをお開きください。４ページ目は、相談支援事業になり

ます。年間の目標値を上回る相談を受けていることから、目標達成となってお

ります。また、平成２９年４月より新たな相談支援所である「ゆいっと」を増

設しまして、今後相談件数は増えると見込んでおります。ただ、相談件数が増

えるにもかかわらず、目標の数値が実績と乖離があるのは、相談の件数という

数値を人数と数える方法を変更したことによりますが、全体的に相談の件数は

増えるものと目標を立てております。 

 １５ページ目をお開きください。手話奉仕員養成研修事業になります。初級

編２と上級編の２コースを開催しましたが、計２１名の参加者となり、目標値

を下回ったため、評価はＣ、目標に向け遅延となっております。今後は周知等

をして、目標に近づけるようにやっていく考えでございます。 

 続きまして、１７ページ目をお開きください。シルバー人材センター支援事

業でございます。こちらは、会員資格となる６０歳以上の住民の定年延長や再

雇用、年金支給年齢の引き上げ等による雇用調整や生活スタイルが変化してい

るため会員数が増加せず、こちらもＣ、目標に向け遅延となっております。 

 続きまして、２１ページ目をお開きください。在宅障がい者福祉サービス充

実事業。こちら、次ページ、２２ページの障害者自立支援給付事業も同じです

けれども、目標は、今まで２５となっていたものを、黒丸になっております。

昨年度までは年間２５回の説明を周知していたところですけれども、２９年度、
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今年度から障害手帳等を支給した際には必ず個別に説明するということで、当

たり前に１００％になるので、目標数値というには該当しないために、やると

いうことで黒丸とさせていただいております。 

 ２３ページ目をお開きください。子育て支援事業になります。幼稚園でのプ

レ保育の充実や社会情勢の変化、人口減少などのさまざまな要因により、利用

件数の目標達成は厳しい状況であり、評価はＣ、目標に向け遅延となっており

ます。平成３０年度以降の目標については、事業内容や目標値の変更を含めて、

今後検討していくために横バーとさせていただいております。 

 続きまして、進行管理表のうち社会福祉協議会の事業の主だった点につきま

してご説明させていただきます。 

９ページをごらんいただきたいと思います。ボランティアセンター事業でご

ざいます。こちらは、個人登録ボランティアの年間の活動実績数でございます。

２８年度、目標が２,７００人に対しまして、実績が２,４８９と目標を下回っ

ております。しかしながら、前年の２７年の実績が２,３８２名となっておりま

して、２７年から２８年におきましては１００名の活動増となっております。

３０年度以降につきましても、社協の重点事業と位置づけをさせていただきま

して、２,８００名という目標を掲げ、目標達成を目指していきたいと考えてお

ります。 

 続きまして、１０ページでございます。ボランティア活動のＰＲと参加しや

すい環境づくりでございます。こちらは、新規にご登録をいただいた個人ボラ

ンティアの数でございます。２８年度の登録件数は、目標１２人に対しまして

１８人と目標を上回っておりますが、リタイア年齢の上昇ですとか、震災後の

ボランティア意識の高まりの落ち着きなどによりまして、今後新規登録の停滞

が考えられます。したがいまして、９ページの重点事業と同様に位置づけまし

て、ツイッターなどのＳＮＳの開設やさまざまなＰＲ活動を行いまして、目標

達成をして事業を行っていきたいと考えております。 

 続きまして、１４ページ、ふれあい・いきいきサロンでございます。こちら

は、サロン、居場所づくりということで、社協事業の重点事業というふうに取

り組んでおります。前回の計画で、２９年度７７０人の参加を目標といたしま

したが、２８年度実績６５２名となっております。こちらも目標を下回ってお

ります。しっかりと目標達成に向けて事業を進めていこうということで、２９

年度７７０と増やしておりますが、３０年度からまた７５０ということを目標

に、重点事業として事業を取り組んでいきたいと考えております。 

 続きまして、１６ページ、ボランティア講座でございます。こちらは、ボラ

ンティア講座の開催をさせていただいた参加者の方の人数でございます。こち

らも２８年度目標に１２０名としておりましたが、実績が６７名となっており
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ます。今後も実現可能な目標として、３０年度からの目標を１００人と訂正さ

せていただきました。今年度におきましても、２月３日にボランティア講座を

開催の予定でございます。昨年度は、ボランティア月間の１月に平日、複数日

を設定いたしましてボランティア講座を開催いたしましたが、今年度は、各グ

ループのご協力をいただきまして、いろいろな活動を１日で体験することがで

きるような取り組みをさせていただきまして、土曜日に開催させていただきた

いと考えております。また、初めての試みといたしまして、今週より役場１階

ロビーにて、各団体の活動状況のパネル展示をさせていただいております。そ

の他ボランティア事業と関連いたしまして、ボランティア活動へのきっかけづ

くりとして、その他の目標にも関連してきますので、次年度も重点事業として

取り組んでいきたいと考えております。 

 社協関連事業につきましては、以上でございます。 

 続いて、資料４の寒川町みんなの地域福祉つながりプラン施策別評価集計表

をごらんください。 

 今、説明したものの集計表になります。一番上の表が全体の合計、それから、

その下はそれぞれ基本目標１から４のものに対しての集計になっております。

全体を見ますと、Ａ、Ｂの評価は７８％、基本目標１では１００％、基本目標

２では８３.３％、基本目標３では３３.３％、基本目標４では８３.３％となっ

ております。ちなみに、私、Ａ、Ｂといきなり言ってしまいましたが、Ａは目

標達成、Ｂの目標に向け順調というのは、目標数値に対して８０％を超えたも

のはＢ評価というように、全体で評価させていただいております。 

 それから、この中で気になる点としては、Ｄの部分に２つ、１個ずつ数値が

ついております。基本目標２のところと基本目標３のところで、評価Ｄという

のがございます。これは、平成２８年度ふれあい福祉フェスティバルが未実施、

雨天のため実施できなかったことによって、このような評価になっているとい

うことです。また、全体を通して、課題というところで、講座や町民等の参加

事業については、ＰＲをさらにして、参加者を増やすことが必要と事務局とし

ては考えております。なお、それ以外の目標についてはおおむね順調に事業は

進んでいると考えております。 

 以上です。 

（横山会長） 

説明が終わったので、質問のある方は発言を。 

（小川原委員） 

１６ページの３のボランティアポイント事業というのはどういうことなの

か、ご説明いただきたい。 

（事務局） 
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介護保険の介護予防施策ということで、６５歳以上の元気な高齢者の方が、

町内の介護施設等でボランティア活動をしたときに判子を押してくださいまし

て、そのポイントの数によって町商品券をいただけるという、高齢化予防のほ

うの介護保険施策の一つでございます。その事業を社会福祉協議会で受託させ

ていただきまして、６５歳以上の元気な高齢者の方の活動を支援させていただ

いている事業でございます。 

（２）寒川町みんなの地域福祉つながりプラン後期事業版（案）について 

（横山会長） 

事務局より説明をお願いしたい。 

（事務局） 

それでは、資料５をごらんください。寒川町みんなの地域福祉つながりプラ

ン後期事業の考え方でございます。まず、各課それぞれの廃止している事業が

あるのかどうか、それから、事業内容に修正はないのか、新規事業がないかを

それぞれ確認した上で、再度まとめたものになります。 

 必要はとされていない事業は、特にないと判断しておりまして、事業の削除

は行っておりません。事業内容に修正の必要はないか。こちらも、先ほど進行

管理表の中で説明させていただいた（仮称）健康福祉総合センターについて、

それから、在宅障がい者福祉サービス充実事業、目標値をなくしたもの、障害

者自立支援給付事業、こちらも目標値を黒丸に、それから、子育て支援事業も、

検討しているところだということで説明させていただきました。新しい事業の

設定は必要ないか。資料ナンバー６ですと、１７ページの上から２番目の事業

です。ふれあい塾運営事業。こちらは、安全に遊べる場所である放課後の体育

館を活用し、地域や児童クラブとの連携をとりながら、安心して遊べる場を提

供し、より多くの児童が安全に過ごせる環境を整えますという事業概要です。 

 以上の結果、このように見直し等をしまして、また、今後の３年、こちらの

事業を行いまして、次の計画に向かって見直し等を進めていきたいと考えてお

ります。 

 続いて、資料６、寒川町みんなの地域福祉つながりプラン後期事業版、こち

らまだ（案）となっております。今、説明させていただいた資料５のとおり、

見直しました。それから、資料３で説明したとおりの平成３０年度から３２年

度までの目標数値の設定及び実績を変更したものになっております。資料６の

内容についての説明は省略させていただきます。 

 以上です。 

（横山会長） 

説明が終わったので、質問のある方は発言を。 

（千野委員） 
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２９年度の評価がされていないですが、まだ期中ということでなされていな

いのか、それとも、２９年度の中間評価みたいなことをされて、３０年度以降

の計画につなげていられるのか、そんなところがよく見えないですが。いかが

でしょうか。 

（事務局） 

こちら、本来ならば２８年度の実績が出た時点で、この会議自体を開かなけ

ればならないですけれども、開催がおくれたため、実績としては、今回の計画

は２８年度まで。２９年度については反映してないような状況になっておりま

す。３０以降の数字にも、２９の実績は反映しておりません。 

他の別３つの計画がつながりプランの中に入ってきていますので、そちらの

３つの計画がどのように変更されるのかを見ていたという部分がありまして、

入れておりません。年度があけまして、各担当課からの報告、数値が出た段階

で、また２９年度の結果についてはご報告させていただければと思っておりま

す。 

（千野委員） 

 でも、ここに３０年度からの事業の展開の考え方ということで、後期計画と

いう形で、もう示されているわけですよね。２９年度自体も、確かに期の途中

とはいえ、もう１０カ月も過ぎている。そうすると、その中で、例えば全部が

全部評価できる事業じゃないかもしれませんけれども、この中には評価できる

事業も当然含まれていると思う。そういうことって、やはり細かく、日ごろ展

開されている３２事業ですから、そういうような形で、期が終わっていないか

ら、完全じゃないのは仕方がないにしても、そのことについて一切触れてない

というのはちょっと解せないという。例えば上期である程度見てみるとか、い

ろんな見方はあると思いますので、その辺のところはちょっと今後考えてもら

ったほうがいいのではないかと思う。 

（横山会長） 

 今回、会議開催が遅れたんですよね。ほんとうはもうちょっと前であった。 

（事務局） 

 そうです。申しわけございません。今後につきましては、上期での報告も含

めた上で、開催させていただければと思っております。 

（小川原委員） 

１９ページの健康普及事業です。実績が７３ですけれど、３０年度から６８

ですよね。これはもう少し増やしてもいいような気がするんですが、２９年度

の実績が若干低いので、こういう６８という数になっているんでしょうか。 

（事務局） 

 すみません、具体的な数字の中身まで、今日、資料を持ってきていなくて、
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申しわけございません。担当課としては健康スポーツ課になるのですが、そこ

の考え方で、次年度以降は少し減らしてということだと思います。 

 

※寒川町みんなの地域福祉つながりプラン 後期事業版（案）について、承認

されたため（案）をとり確定とする。 

 

８ その他 

・資料６について、（案）を取り印刷発行。 

・地域での災害時における支援について。 

 

９  閉会  

山本副会長より閉会のあいさつ  

配付資料 

次第  

資料１ 寒川町地域福祉計画推進会議委員名簿 

資料２ 寒川町地域福祉計画推進会議要綱 

資料３ 平成２８年度 寒川町みんなの地域福祉つながりプラン 進行管理表 

資料４ 寒川町みんなの地域福祉つながりプラン 施策別評価 

資料５ 寒川町みんなの地域福祉つながりプラン 後期事業の考え方 

資料６ 寒川町みんなの地域福祉つながりプラン 後期事業版（案） 

議 事 録

承 認 委

員 及 び

議 事 録

確 定 年

月日 

瀬川  英雄・蓮見  英子  

（平成３０年 ３月 ６日確定） 

  


